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第218回定期演奏会
The 218th Regular Concert
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主催/特定非営利活動法人日本音楽集団

助成/平成28年度文化庁文化芸術振興費補助金(舞台芸術創造活動活性化事業)

＼

＼「
．

ξ
ヽ

ゝ

・̈こ

ｒ
Ｓ
・
　

ｒ

2016年 7月 24日 [日 ]

午後2時開演

饂 よみうり大手町ホール

演出 :久本桂子
構成 :桜井智永
舞台監督 :中島隆

■日本音楽集団 :[革
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今回の第218固定期演奏会では、これまでの当団の  3
1000曲を超える委嘱作品の中から、楽器の特性を生かし、

それぞれの作曲家が思いを込めた5つの協奏曲の作品で

構成いたしました。ソリストは長年日本音楽集団に在籍し

それぞれが各分野でも第一線で活躍を続ける、琵琶 田原順子、

十七絃 宮越圭子、尺八 三橋貴風、小鼓 尾崎太一、笛 西川浩平、

三味線 簑田司郎が務めます。

協奏曲においての独奏楽器と邦楽器群のお互いの役割、そして

それぞれの作品から生み出される対立と調和、共存、拮抗を感じ、

ご堪能いただきたいと思います。

L琵琶協奏曲～校倉によせる幻想～
長澤勝俊作曲(1977年 )

独奏琵琶:田原順子 タブラ:黒坂昇(助演)

[笛]あかる潤 [尺八I]田野村聡 [尺八Ⅱ]大賀悠司

[三味線]守啓伊子 [琵琶]藤高理恵子

[等I]三宅礼子 [争Ⅱ]石井香奈 [十七絃]久本社子

[打楽器]仙堂新太郎

[指揮]稲田康

校倉づくりで知られる正倉院の中にある五絃の琵琶からヒントを得た。琵琶の祖先は
とおくベルシャとも、またインドとも言われている。私はこの琵琶という古い歴史的背景を
持つ楽器に思いをはせ、現在の筑前琵琶の音を主役にし、バックに各種の邦楽器群と、
インドの打楽器タブラ・バヤを配し、自由な幻想を繰りひろげてみた。終わり近くに独奏
琵琶とタブラのカデンツもはさまれている。1977年 、山田美喜子さんのリサイタルの時委
嘱された作品。 (長澤勝俊 第56回定期演奏会プログラムより)

ム十七絃と邦楽器群のための協奏曲
秋岸寛久作曲(2008年 )

独奏十七絃:宮越圭子

[笛 ]遠藤悠紀 [尺八I]原郷隆 [尺八Ⅱ]田野村聡

[三味線]穂積大志 [琵琶]藤高理恵子

[二十絃I]桜井智永 [二十絃Ⅱ]丸岡映美 [十七絃]岡山亮子

[打楽器]慮慶順 島村聖香 山内利一

[指揮]苫米地英一

十七絃は、合奏において低音を補うために開発された楽器ですが、その能力の高さか
ら独奏楽器としても活躍してきました。十七絃が人を引きつけるのはやはりその深く伸びの

ある音色と多彩な表現力。この作品にも重く迫力のあるサウンドからコミカルな表情まで
十七絃の魅力満載です。

打楽器のリズムに乗って軽快に進行する第一楽章、個と個、個と群が自由に対話を
交わす第二楽章、やや複雑なリズムでアンサンブルを楽しむ第三楽章。ソロと邦楽器群の

対立と協調によって生み出される空間をお楽しみください。 1秋 岸寛久)
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三 橋 貴 風
菅口耕入朗
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米 澤  浩
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男

昭事梅咆
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頂
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認
口
藤

事
石 丼 本 茶
伊藤麻友子
岡 出 売 子
久 東 寿 子
熊沢米rll子

桜 井 智 永
佐 藤 ユ 美
島 崎 春 美 ※

城ケ埼美保
彦 坂 恙 美 ※
久 木 な 子
丸 岡 映 美
三 宅 ネヒ子
セ 越 主 子
出 口 明 美
渡 辺 工 子

打楽器

臼杵美智代
尾 崎 人 一

島 村 聖 本
私堂新太郎
多 口 恙 子
出 内 オ1-
虚  慶 ,頂

指揮
稲 口  康
口 村 拓 男
言米地美一

作曲
秋 岸 克 久
夕ll崎絵都夫 ※

篠 口 大 介
高橋久美子
稲 嗚 頼 参

楽器・舞台

十 島  r.A

名誉代表
口 村 拓 男

代表
尾 崎 人 一

アートマネージメント
大 西 愛 子 ※

事務局
十.L美恭子

永久名誉団員
長 澤 勝 俊

201(年 6月児在、※|よ休団十
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雌繹　時中卿神は棘呻
琵琶
久保口品子

(笛) 首藤久美子

● 養助会買へのお誘い ●
1999年 10月 、特定非菅dll活動法人日本音楽集団が発足したのを契機に、養助会員を募集しています。
多くの方々からの支援を枠ぎ、思の長い活動の定着と発展を目指したく、ご協力をお願い申し上げます。

年ral 個人会員10,000円 (―口以上)法 人会員30,000円 (―ロス上)

隣 始 買】(口数・五十音‖Ю

[法 人会員]

青わ観光株式会社 代表取緞 青 木  茂
日凸理送株式会社
0邦楽ジャーナル代表取緞 口 十 隆 文
株式会社青わ理輪
神戸レコードクラブ/宅音便 (有限会社 文)

[個人会員]

出 木 石 入
*

池口紫真榮
江 西  縁
柿埼やよい
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12016年 6月 現在 )

植筆 琴 尤 宜
〒152-0003東 京 都 目黒 区 碑 文 谷 2-19-15

TEL03(3792)8481 FAX03(3792)8437 URL:http:〃 kinko‐ do.com E‐ mailitokyo@kinko‐ do.com

特定非営利活動法人

日本音楽集団
〒151-0073東 京 都 渋 谷 区 笹 塚 3-17-1滝沢 ビルBl TEL03-3378-4741 FAX03-3376-2033

ホームページ http:〃www prOmusica orjp E Ma1l offlce@plomusica.orjp
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